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[序文 ]

co2Laserには､低い振動励起状態間で発振する最も強い RegularLaserと､より

高い振動励起状態間で発振する SequenceLaserがある｡RegularLaserについては､過

去にも多くの実験が行なわれ､その発振枚構及び揺和過程についてはよく解明されている

が､sequenceLaserについては､そ69発振の難しさによI)､未だよく解っていない｡ 今
回､10.6JLm Regular､Sequence両Bandの各振動回転遷移について SmallSignalGain
を測定し､GainProfileから､発振概棒の解明に重要な情報を与える両 Laser準位の回

転温度､反転分布数比､分子数密度の絶対値の測定を行なった｡また､GainProfileの異

種ガス (He,-N2)の影!=S.･!(こよる変化も測定した｡そして､これらの結果に対して緩和
過程あモデルを設定 L SequenceLaserの発振枚稗の定量的な考察を行なう｡

[原理 ]
CO2Laserの p-branchにおける SmallSignalGainの トProfileは､Laserス

ペクトルの型をドップラー型と仮定すると､理論的に次のように表わされる｡ ll
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Nl.N2〒 Laser上.下レベルの分子数密度

Tr｡t.- ･回転温度 :J - 下レベルの回転量子数

(1-.)式の A,R.TROTをパラメーターとして､RegularBandの J-Profileの実
験値に対して bestfitすることにより RegularBandのT,｡t.Nl/N2.Nl.N2を
決定した｡ 次に､Regular､Sequence両Bandのピーク gainの比が経験的に､

α,eq ^ . Nsl-Ns2- 2.I
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(3)

の関係があることから､RegurarBandの分子数密度Nl/N2を用い､SequenceBandの分

子数密度を決定した｡ この値を (1)式に代入し､Tr｡t,R を パラメーターとして､

sequenceBandの GainProfileめ実験値に対して bestfitさせることにより､回転温

度､反転分布数比の値を決定 した｡

[実験装置 ]

(Fig･l)に装置図を示す｡Laser発振器内に､RegularLaserの発振をおさえ､Sequence

Laserを発振させるための高温吸収セルを入れてある. また各 Laser発振線に対 して利

得を最大にするために PZT をつけ七いる.梓;)れたLascr光は､二つのパスに分けら
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九､一方を LaSer増幅管を通 してDetector

Iで､もう一方を referehce光とし<直

接DetectorⅡで受光し､それぞれLock-in･

8叩 .を通してPen-Recorder で出力を記録

した｡

[結果と考察 ]

(Fig.2) に最適 Gas組成での実験結果.

(Fig.3,4) にそれぞれN2. H eの分圧を

変化させた時の実換結果を示す｡これらの

結果から Regular band..O回転温度T rot

(Reg･)に比べ Seque,nee band の回転温度
回転緩和が非常に遵いために､回転温度は

る｡今回の実攻では､T rot(Re宕.)に比べ

T rot (Se匂.)方が Gas 温度に近いという

結果が得られた｡これは Regular laser

と Sequence laserの発振綾樺の通いによ

るものと思われるが､ 今後定量的な解析

を行t.:う予定である｡尚､異種Gasの艶5･_?.･5-

については､H eは Laser下レベルの緩

和を速め､T .｡tを下げていることがわか

る｡N2は ･Lasler上レベルへの励起を速め
､T .｡tを上げていることがわかった｡
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( Fig.1 ) 装置図

Trot(seq.)は放分低くなるという結果を得た｡
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(Fig.2 )
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( Fig.4 )
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